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発足

 

２０１２年７月

本社所在地

 

宮城県黒川郡大衡村中央平１番地

資本金

 

６８．５億円

従業員数

 

約７，６００名

事業内容

 

トヨタ車の企画・研究開発・生産

本社・宮城大衡工場
〒981-3609
宮城県黒川郡大衡村中央平１番地
ＴＥＬ(022)765-6000（大代表）

宮城大和工場
〒981-3408
宮城県黒川郡大和町松坂平５－１－１
ＴＥＬ(022)345-6711（大代表）

岩手工場
〒029-4503
岩手県胆沢郡金ケ崎町西根森山１
ＴＥＬ(0197)41-1120（大代表）

東富士総合センター
〒410-1198
静岡県裾野市御宿１５０１
ＴＥＬ(055)996-2000（大代表）

東富士工場
〒410-1195
静岡県裾野市御宿１２００
ＴＥＬ(055)997-1111（大代表）

須山工場
〒410-1231
静岡県裾野市須山２８１０－１
ＴＥＬ(055)965-1700

横須賀事業所
〒237-8585
神奈川県横須賀市田浦港町無番地
ＴＥＬ(046)861-5111（大代表）

ブラジル

 

ソロカバ工場
ＫＡＮＪＩＫＯ ＤＯ ＢＲＡＳＩＬ
ＩＮＤＵＳＴＲＩＡ

 

ＡＵＴＯＭＯＴＩＶＡ

 

ＬＴＤＡ．

タイ
ＡＣＳＥ
Ａｕｔｏ

 

ＣＳ

 

Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ

 

Ｃｏ．，Ｌｔｄ．

《海外拠点》

《事業所》

ブラジル

 

サルト工場

会社概要
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環境報告

生産車

表紙の写真

宮城県木

 

「けやき並木」

 

：

 

仙台市若林区



トヨタ自動車東日本は、関東自動車工業・セントラル自動車・トヨタ自動車東北の３社が統合し、２０１２年

 

７月に誕生いたしました。

 

統合３年目にあたる本年は、当社の目指す姿である『東北を基盤に

 

世界一の競争力を持つ

 

魅力ある

 

コンパクト車をつくる』の実現に向けて、グローバルな視点で「魅力あるコンパクト車の企画提案力を強化」

 

するとともに、東北の地にしっかりと根を張り、地域の皆様と連携・切磋琢磨した「ものづくり改革を通じて

 

競争力を向上」させ、いつの時代も一歩先を行くクルマづくりで世界をリードしていきたいと考えております。

トップメッセージ

魅力あるコンパクト車づくり

世界No.1を目指して

取締役社長

白根武史

当社は自動車産業に関わる企業として、地域社会から信頼されるために法令遵守を前提とした取組みと

 

地球温暖化などの環境問題への取組みを経営の最重要課題の一つとして位置付けております。

この課題解決に向け、現在、２０１５年度を目標年度とした「第５次環境取組みプラン」を策定し、その達成

 

に向けた取組みを推進しております。

 

このプランでは「低炭素社会」「循環型社会」「環境保全と自然共生社会」の構築を３本柱とし、環境にやさ

 

しいクルマの企画・開発と地域と共生し自然と調和するものづくり等、全社を挙げて取組んでおります。

具体的な取組みとしては、先進的な環境性能を持つコンパクトHV車「アクア」に代表されるボディ開発での

 

軽量化による燃費向上やリサイクル性向上を推進するとともに、自然と調和する「サステイナブルプラント

 

活動」として、雪冷熱や地中熱利用など地域の特徴を活かし、自然エネルギーを利用した取組みを推進し

 

ております。

この報告書により、当社の取組み姿勢や活動内容をご理解いただくとともに、忌憚のないご意見をお待ち

 

しております。

今後もお客様、社会・環境との調和を図りながら、一層の努力を続けてまいります。

 

皆様のご支援、ご愛顧を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

 

２０１４年６月

はじめに

人と地球環境に配慮した車づくり
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本年は当社が誕生して以来、

 

３年目の年にあたります。「３社統合を完結させる」という強い思いと意志

 

を持って推進するとともに、会社方針の達成に向け全社一丸で取組んでまいります。

さて、世界の自動車市場は、米国市場が堅調で欧州市場においても回復が見込まれる一方で、新興国

 

市場の成長に陰りが見られるなど、先を見通すことが難しい状況が続くものと予想されます。

 

国内市場においても、消費増税に伴う需要の減少により先行きは不透明で、依然として厳しい状況に

 

あります。

このような経営環境下で、持続的な成長を目指し、魅力あるコンパクト車をお客様にお届けするために、

 

以下の３点を重点推進事項として取組みを進め、トヨタグループ全体のグローバル成長に貢献してまい

 

ります。

 

１．もっといいクルマを企画・提案し、“世に出す”

 

実行力を強化

 

２．“東北を基盤”

 

とし、根ざした企業となる

 

３．グローバル競争に打ち勝つ、ものづくり競争力の確保

上記事項の取組みにあたっては、より厳しい経営環境に柔軟に対応できるよう、企業体質を一層強化し

 

ていくとともに、安全・健康、品質、人材育成といった企業の基礎である取組みを全社を挙げて推進して

 

まいります。

 

特に、ＣＳＲ活動においては、社会のルールを正面から受け止め遵守する企業として、一人ひとりが

 

地域から信頼していただくための活動を率先して行なってまいります。

これらの取組みを通じて、お客様・社会・環境との調和を図り、真摯に謙虚に努力を重ねてまいります。

会社方針

目指す姿

笑顔のために。期待を超えて
Rewarded with a smile by exceeding your expectations

トヨタグローバルビジョン

“東北を基盤”とし
根ざした企業となる

グローバル競争に
打ち勝つ

ものづくり競争力の確保

もっといいクルマを
企画・提案し

“世に出す”実行力を強化

東北を基盤に
世界一の競争力を持つ

魅力あるコンパクト車をつくる

- 5 -



■ 東北の復興支援を継続的に推進

当社は２０１３年４月１０日、トヨタ自動車（株）、豊田通商（株）とともに、「東北復興プロジェクト・グランド

 

オープニングセレモニー」を開催し、『ものづくり』

 

『人づくり』

 

『地域づくり』を通じた東北復興に継続的

 

かつ長期的に取組んでいくことを宣言し、推進しています。

このプロジェクトは「ものづくりは人づくり」と

 

いう考えのもと、ものづくりを通じて『いい町・

 

いい社会づくり』に貢献していくという思いを

 

具現化したものです。

 

安心・快適に暮らせる地域社会へ地域の人

 

達と一緒に取組むことによって東北の未来

 

をつくり、そして東北から日本の未来をつくる

 

取組みを進めています。

当社の目指す姿「東北を基盤に世界一の

 

競争力を持つ魅力あるコンパクト車をつくる」

 

の実現に向け、従来から協力いただいている

 

企業の皆様や東北の新しい企業の皆様とタイ

 

アップし、東北をものづくりの拠点とすべく取

 

組んでいます。

１．地場企業との信頼関係を構築し現地調達化を推進

２．先端技術の発信に向けて

 

産学官共同研究・開発を加速

１）東北現調化センターの取組み

１）技術センター東北

 

拡大

２）ＴＭＥＪ※２協力会 東北部会の取組み

・関連企業との共同展示会を通じて現調化拡大を推進

・東北地場企業と当社とのネットワークづくり

・相互研鑽によるＱＣＤ※３の向上

ＴＭＥＪ協力会

 

第２回定期総会

・東北を基盤に要素技術の研究開発を促進 総合センター

トヨタ東富士研究所

東富士工場
トヨタ
本社

岩手工場

本社・宮城大衡工場

技術センター
東北

東北圏
行政支援

大学
研究機関

東北
地場企業

新たな技術を

 

東北から発信

地域づくり地域づくり

人づくり人づくり

もの
づくり
もの
づくり

地域と一体となったクルマづくり
トヨタ自動車東日本

東北のものづくり人材育成
トヨタ東日本学園

（平常時）低炭素で競争力ある

 

産業インフラづくり

F-グリッド

 

+

 

大衡村CEMS
※１

（非常時）防災･復旧支援機能

東北から日本の未来を東北から日本の未来をつくるつくる ※１

 

F-グリッド

 

：

 

ＦはＦａｃｔｏｒｙのＦ

 

グリッドはエネルギー網を表す

 

ＣＥＭＳ

 

：
Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ

 

Ｅｎｅｒｇy 
Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

 

Ｓｙｓｔｅｍ

 

（地域のエネルギー供給を

 

マネジメントするシステム）

※２

 

Toyota

 

Motor  East

 

Japan

 

（トヨタ自動車東日本の英文呼称）

 

※３

 

Q ：

 

品質向上

 

C ：

 

コスト低減

 

D ：

 

納期短縮

東北復興に向けて

東北復興プロジェクト

地域と一体となったものづくり（クルマづくり）

関連企業との共同展示会

 

（現地調達化に向けた取組み）

３）ものづくり研鑽センターの取組み

・地場企業と当社の相互研鑽による競争力向上

トピックス
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東北のものづくり人材育成

１．トヨタ東日本学園の開校

当社は２０１３年４月に企業内訓練校「トヨタ東日本学園」を

 

開校し、将来、ものづくり現場の中核として活躍できる人材

 

の育成に取組んでいます。
また、当社の社員だけではなく、東北に拠点を置く企業の

 

若手人材も受入れてものづくりの技能を学び、「人づくりを

 

通じて東北のものづくり基盤の強化」に貢献しております。

学科

 

（学園）基礎実習

 

（学園） 応用実習

 

（工場）

トヨタのものづくりの基礎・基本を現地・現物で学んでいます。

 

１）基礎知識・技能の習得（学園）と応用実習（宮城大衡工場・宮城大和工場）

 

２）トヨタのものづくりの考え方(標準作業、改善など)や東北の伝統工芸を学ぶ

 

３）指導者は10年以上の現場経験者で構成

トヨタ東日本学園
２．トヨタ東日本学園の教育

低炭素で競争力ある産業インフラづくり（地域づくり）

トヨタ自動車東日本（自動車工場）

サプライヤー各社

すかいらーく工場

ガスエンジン

 

コージェネ
（7,800kW）

大衡村役場/
地域防災拠点

太陽光発電

 

（7４0kW）

リユース蓄電池
（９0kWh）

ベジ・ドリーム栗原（植物工場）

自営線

熱（蒸気・温水）熱（蒸気・温水）

熱（温水）熱（温水）

東北電力

熱導管

非常時（電力）

宮城県大衡村の第二仙台北部工業団地内において、「地域と工業団地が一体となった安全で

 

安心なまちづくり」や「地域産業振興」、「地域活性化」に貢献することを目指し、取組んでおります。

非常時（電力）

非常時（電力）

電力

電力

電力

非常時（電力）

Ｆ－グリッド宮城・大衡

 

有限責任事業組合

 

（Ｆ－グリッドセンター）

ＰＨＶ

ＰＨＶ

ＰＨＶ

電力

（凡例）ｴﾈﾙｷﾞｰ供給

 

平常時

 

非常時
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・平常時はＦ-グリッドセンターが工業団地内のエネルギーを一括管理し、コントロール。

 

ガスエンジンコージェネと太陽光パネルで作り出した電力・熱を最適なバランスで効率良く供給

 

・非常時はＦ-グリッドで発電した電力を東北電力を通じて周辺地域に供給することに加え、

 

Ｆ-グリッド参画企業にも供給し、復旧活動を支援

東北復興に向けて

トピックス



当社はより高い目標にチャレンジするためにトヨタ自動車（株）の「トヨタ地球環境憲章」

を受け、「環境に関する取組みの基本方針」を２０１２年７月に制定して活動しています。

また、当社の「基本理念」に、環境に配慮した経営を最重要課題であることを盛り込み、

取組み姿勢をさらに明確にして環境保全活動を推進しています。

地区ごとの環境保全活動の

 

検討と推進を図ります。

当社の重要環境課題について対応の方向付けを行い、環境保全活動の

 

推進を図ります。

 

〔

 

議長：

 

環境担当役員

 

委員：

 

関係役員・部長

 

〕

当社の連結子会社と環境関係情報の

 

共有化を図り、連携して環境保全活動を

 

推進します。

環境会議

ｵｰﾙTMEJ

 

環境会議

本社・宮城大衡工場 環境会議

東富士総合センター及び
横須賀地区 環境会議

宮城大和工場 環境会議

東富士工場 環境会議

岩手工場 環境会議

環境取組み体制

環境に関する取組みの基本方針

環境報告

環境への取組みの考え方
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１．豊かな２１世紀社会への貢献

豊かな２１世紀社会へ貢献するため環境

 

との調和のある成長を目指し、事業活動

 

の全ての領域を通じてゼロエミッションに

 

挑戦します。

３．自主的な取組み

未然防止の徹底と法基準の遵守に努め

 

ることはもとより、地球規模及び各国・各

 

地域の環境課題を踏まえた自主的な改

 

善計画を策定し、継続的な取組みを推

 

進していきます。

２．環境技術の追求

環境技術のあらゆる可能性を追求し、

 

環境と経済の両立を実現する新技術の

 

開発と定着に取組みます。

４．社会との連携・協力

関係会社や関連産業との協力はもとより、

 

政府、自治体を始め、環境保全に関わる

 

社会の幅広い層との連携･協力関係を

 

構築していきます。

環境ロゴマーク

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント



取組み項目 具体的な実施事項・目標

低

 

炭

 

素

 

社

 

会

 

の

 

構

 

築

循

 

環

 

型

 

社

 

会

 

の

 

構

 

築

環
境
保
全
と
自
然
共
生
社
会
の
構
築

環

 

境

 

マ

 

ネ

 

ジ

 

メ

 

ン

 

ト

・自動車の燃費向上に寄与する軽量化、

 

電力と熱効率の優れた車両構造の

 

開発と製品化

□高張力鋼板、材料置換による軽量化
□消費電力低減につながるボデイ構造の開発
□走行抵抗低減や熱効率の優れたボデイ構造の開発

・生産活動における省エネ活動の徹底
と温室効果ガス排出量の低減

・物流活動における輸送効率の追求と

 

ＣＯ２排出量の低減

・気候変動政策への積極的な協力 □経団連・自動車車体工業会等、産業界の低炭素社会構築への取組み推進
社会との

 

連携

□解体、リサイクルが容易な車両の開発推進と展開

 

□トヨタエコプラスチック等、再生可能資源、リサイクル材の使用拡大

開発・

 

設計

・資源の有効利用に配慮したリサイクル

 

設計の

 

一層の推進

生産・

 

物流

開発・

 

設計

社会との

 

連携
・循環型社会の構築への貢献 □環境改善・資源循環社会構築に向けた技術開発の推進

・製品含有化学物質の管理充実開発・

 

設計

・生産活動における環境負荷物質の

 

低減
□塗装工程における塗料、シンナーの削減等

 

ＶＯＣ※低減技術の開発と導入

・自然共生社会構築に資する

 

社会貢献活動の推進

 

（生物多様性の重要性を認識した活動）

□構内森づくりと森づくりを通じた環境教育の充実

 

□地域の植樹・自然保護活動への積極的な参加

 

（サステイナブルプラント活動の推進）

社会との

 

連携

・ビジネスパートナーと連携した

 

環境活動の推進

・環境マネジメントの強化、推進

□自然を活用し、自然と調和する工場づくりとノウハウの展開

 

□低ＣＯ２生産技術開発、日常改善、再生可能エネルギー、工場の森づくりの推進・サステイナブルプラント活動の推進

□従業員の環境意識の向上に向けた環境教育の体系化と実践

 

□連結事業体と連携した環境教育の推進

 

□環境月間活動および省エネ月間活動の展開
・環境教育活動の充実と推進

□環境情報の積極的な開示とコミュニケーション活動の充実
・環境情報の積極的な開示と

コミュニケーション活動の充実

＜ＣＯ２低減目標＞

※：ﾎﾞﾃﾞｨ・塗装・組立工程を対象とする

目標（2013年）

３０%減

項目

台当たり排出量※

基準年

2001年

※１

 

対象期間：２０１１年度～２０１５年度の５ヵ年

生産・

 

物流
・生産活動における廃棄物低減活動

 

の推進

□グローバルな製品含有化学物質管理の推進

 

-規制重金属全廃（鉛・水銀等）
-製品に含有される多種類な化学物質管理の充実

 

-環境負荷のより少ない物質への代替技術の開発と代替推進

その他の塗装

２５.５g/㎡(全ライン平均)ボデー塗装

ＶＯＣ低減活動の推進

目標（2013年）対象

＜VOC低減目標＞

※ＶＯＣ（Volatile Organic Compounds)

 

揮発性有機化合物（シンナー等）

※EMS：Environmental Management System: 環境マネジメントシステム

□部品、原材料、資材などに含まれる化学物質管理の充実

 

□仕入先への環境法令遵守の要請

生産・

 

物流

＜廃棄物低減目標＞

有価物

対象

台当たり発生量2001年比２５%減廃棄物
排出物

金属屑等、発生量低減活動及び

 

オールトヨタ内有効活用の推進

目標（2013年）

当社は第５次環境取組みプラン※１に基づき、社会・地球の

 

持続可能な発展に貢献するため、「低炭素社会」「循環型社会」

 

「環境保全と自然共生社会」を構築することを目指しています。

□輸送効率の一層の向上による
ＣＯ２低減活動の推進

- 9 -

３本柱

環境マネジメント

ものづくり、クルマづくりを通じた
「社会、地球の持続可能な発展への貢献」

循環型社会の構築

低炭素社会の構築 自然共生社会の構築

□低ＣＯ２生産技術の開発・導入と日常改善によるＣＯ２低減活動の推進

 

（生産性向上の追求、オフィス等も含めた活動を展開）

 

□再生可能エネルギーの活用

□物流

 

: 梱包、包装仕様のシンプル・スリム化、
容器のリターナブル化推進

□水

 

: 継続的な水使用量の低減

□発生源対策による排出物低減と資源の有効利用促進

□廃棄物の発生量低減活動推進
（塗装工程の廃棄塗料低減等）

□環境管理（EMS※）活動の充実
□環境法令の遵守と環境リスク未然防止活動の強化

環境報告

第５次環境取組みプラン

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント



２０１３年度は「第５次環境取組みプラン」の３年目として、全ての項目で目標を達成することができました。

２０１３年度活動実績

-
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環境報告

目標（’13年度） 活動実績

開発車種毎に質量目標設定 ●

 

開発車種別に質量目標達成活動を推進

関連ページ

質量目標を達成

・環境情報の積極的な開示と
コミュニケーション活動の充実

●

 

全従業員、新入社員、新任環境管理推進者への教育を計画通り実施・環境教育活動の充実と推進

・社会貢献活動の推進

・ビジネスパートナーと連携した

 

環境活動の推進

●

 

東日本大震災

 

被災地の復興支援ボランティア活動を推進

 

●

 

各事業所周辺での交通安全啓蒙と清掃活動を実施

●

 

環境諸団体の環境保護活動への協力

●環境社会報告書の計画的な発行・情報開示と各事業所毎の環境対話集会による

 

コミュニケーション活動を実施

●サスティナブルプラント活動のコンセプトに基づき、各地域の特徴を活かした

 

「自然を活用し自然と調和する工場づくり」を推進
・サスティナブルプラント活動の推進

生産
ＣＯ２

 

排出量

ＣＯ２

 

排出量
物流

１４４

 

kg-ＣＯ２／台 ●

 

ＣＯ２低減アイテムの横展活動と日常改善の推進

・設備の運転条件最適化

・非稼働時の待機電力の低減

 

等

８.６千ｔ－ＣＯ２

開発車種毎にリサイクル率、

 

リサイクル解体時間の目標を設定
●

 

開発車種毎にリサイクル設計の推進

 

（解体容易な構造の

 

開発およびリサイクルしやすい素材の採用）

廃棄物
生産

物流
梱包資材使用量

生産
水使用量

リサイクルの

 

目標を達成

●

 

積載効率向上と部品移管等によるＣＯ２低減

●

 

廃棄物の発生源対策、アイテムの横展とリサイクル推進
・脱水汚泥や未着塗料の含水率低減

 

・不要品の再利用推進等

●

 

工業用水の再利用や節水活動等を推進

６８０

 

ｔ

１.７

 

ｍ3／台

Ｐ１３

Ｐ１２

Ｐ１５

環境負荷物質の

 

目標を達成

ＶＯＣ生産

開発車種毎に環境負荷物質の

 

低減目標を設定

●

 

塗装の塗着効率向上

●

 

塗装洗浄シンナーの使用量低減および回収率向上等を推進
２４.６

 

ｇ／㎡
Ｐ１６

２５.５

 

ｇ／㎡

 

以下

８８０

 

ｔ

 

以下

２.３ｍ3／台

 

以下

１４６

 

kg-ＣＯ２

 

／台

 

以下

９.８

 

千ｔ－ＣＯ２

 

以下

●

 

梱包材の一体化やサイズの適正化等を推進

７.５

 

ｋｇ／台７.６

 

ｋｇ／台

 

以下

１４１

 

千ｔ－ＣＯ２１４３千ｔ－ＣＯ２

 

以下

Ｐ１７～２１

Ｐ２３

 

Ｐ２９

Ｐ２２

・環境マネジメントの強化、推進

Ｐ２６～２７

●

 

違反・苦情の発生防止活動として、他社事例の横展および

 

環境施設の点検と未然防止活動の推進

環境違反・苦情
：ゼロ達成

※REACH（Registration, Evaluation, Authorization and Restriction of Chemicals）

 

人の健康や環境の保護のために化学物質とその使用を

 

管理する欧州議会及び欧州理事会規則

Ｐ１１

●

 

開発車種毎に低減目標を設定し活動を推進

 

●

 

欧州ＲＥＡＣＨ規則※に対応した着実な取り組み

開発・

 

設計

開発・

 

設計

開発・

 

設計

●

 

連結子会社の環境違反・苦情防止活動とＣＯ２

 

等の環境パフォーマンスの管理推進

 

●

 

グリーン調達ガイドラインに基づく活動と地域と一体となったものづくりの推進

Ｐ１５

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント



当社が開発し生産する製品の環境負荷を低減するために、様々な角度から技術開発に取組んでいます。

環境に配慮した製品・技術開発

当社では常に環境との調和、後世への循環型社会の実現を目指して、製品開発や技術開発に取組んで

 

います。現在、当社が開発し生産する製品が、将来にわたって環境負荷を少なくするために、ＬＣＡ（ライフ

 

サイクルアセスメント）の視点に立ち、開発・生産から使用・廃棄に至るすべての段階で環境に及ぼす影響

 

を配慮し、お客様に提供しています。

材料・電子技術部
第１電子開発室

 

宮崎

 

泰輔

ＴＦＴ

 

マルチインフォメーションディスプレイ

 

【 事例 】 カローラＨＶ

エネルギー
モニター

エコ
ジャッジ

燃費
ランキング

走行結果
表示

技術開発の取組み

低燃費（Ｅｃｏ Ｄｒｉｖｅ

 

Ｓｕｐｐｏｒｔ）

Ｅｃｏ

 

Ｄｒｉｖｅ

 

Ｓｕｐｐｏｒｔは、エコドライブの意識向上に寄与しています。

運転に関する多彩な情報や、
エコ運転の採点・ランキング機能
等の表示により、楽しみながら
エコ運転をナビゲートします。

持続可能な社会・地球低燃費車両軽量化
熱高効率化

空力向上

リサイクル技術

環境負荷物質の低減

循環型社会

樹脂ボディ

熱回収

省電力化

薄肉
高剛性化

空力ボディ

塗装レス

構造最適化

軽量複合素材

断熱
遮熱

消費電力の低減
熱ｴﾈﾙｷﾞｰ

変換

省電力制御

整流構造 ﾘﾃﾞｭｰｽ

ﾘﾕｰｽ

植物由来

低抵抗構造

材質適合

-
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低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント

開発・設計

環境報告



ヘッドランプ
ユニット

ＬＥＤを光源に採用する事に
より、長寿命で消費電力の
少ないランプを実現しました。
更に、レンズの樹脂化により
軽量化を図りました。

第２ボデー設計部
第２機器設計室

 

青島

 

良輔

インストルメントパネルの
解体作業性向上
【

 

事例１】北米向けカローラ

ボデイへの締結部にスリットを

 

付加し、解体時の作業時間を

短縮しました。

ヘッドランプ用

 

補修ブラケット
【

 

事例２

 

】マジェスタ

軽衝突などで取付部が破損した
際に、ヘッドランプユニットを

 

再利用できるよう、取付部分の
補修ブラケットを設定しました。

インパネ

 

裏面視

スリット

補修ブラケット

ＬＥＤ

 

ランプ

低燃費（消費電力の低減）

リサイクル性向上（廃棄物の低減）

燃費向上のために、ヘッドランプの消費電力低減を図り、環境に配慮した取組みを積極的に推進

 

しています。

リサイクルしやすい素材・リサイクル材の利用促進や解体しやすい構造の採用、廃棄物の発生抑制

 

など、廃棄物低減に向け多面的に推進しています。

第２ボデー設計部
第1内装設計室

高井

 

一郎

第２ボデー設計部
第２機器設計室
村杉

 

晋也

ＬＥＤヘッドランプ
【

 

事例

 

】

 

北米向けカローラ

環境報告

開発・設計

- 12 -

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント



省エネルギー・温暖化防止

生産に伴なうＣＯ２排出量（原単位）

１５０

１００

２００

2013
目標

基準年

 

2001年
(年度)

０
2013
実績

目標：2001年度比
30％削減

209

146 144

環境報告

生産

生産に伴なうＣＯ２排出量の低減

当社は「社会・地球の持続可能な社会」の実現に貢献するため、車づくりを通じて地域と共生し、

 

自然と調和するものづくりに全社を挙げて取組んでおります。

 

その中で、テーマの一つである低炭素社会の構築に向けては、２０１５年度を目標年度とした

 

「第５次環境取組みプラン」に基づき、省エネルギーと温暖化防止に向けた活動を推進しております。

生産活動に伴うＣＯ２排出量を低減するために、省電力やからくり技術等を活用した、ものづくり改革や

 

設備の運転条件見直し、非稼働時の待機電力低減等、全社を挙げて推進し、２０１３年度目標を達成

 

することができました。

ものづくり改革の取組み

当社はグローバル競争に打ち勝つ、ものづくり競争力を確保するために、生産設備・工程のシンプル、

 

スリム、コンパクト化へ全社を挙げて取組み、省エネルギーに貢献しています。

-
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【改善事例】

 

省エネルギー・軽量・少ｽﾍﾟｰｽな簡易搬送機の開発

・ロボットの使用を廃止し、小型モーター＆からくりを使用した

 

簡易搬送機を開発し、省エネ、省スペースを実現

＜走行ﾛﾎﾞｯﾄで搬送＞

消費電力：２．５６kWh

ﾓｰﾀｰ7台×2基
合計１４台使用

消費電力：２．０８kWh
CO2低減 ：

 

693ｋｇ-CO2/年

＜小型モーター４台&からくりを使用＞

スペース

 

：４５ｍ
スペース

 

：

 

２３ｍ

改善前

・搬送工程ではモーター７台搭載のロボット２基を

 

使用している為、エネルギーやスペースを多く使用

改善後

3 3

［Ｋｇ－ＣＯ２／台］

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント

【改善事例】冬期の空調機外気導入による冷凍機停止

改善後改善前

・冬期でも冷凍機の冷水で

 

塗装の各設備を冷却
・冬期（７℃以下）は冷却塔（外気）

 

のみで冷却＜冷凍機停止＞

CO2低減：286ｔ-CO2/年

蓄熱槽

冷却塔

冬期

 

停止

蓄熱槽

冷凍

 

機

冷却塔

バイパス

塗装の各設備 塗装の各設備

冷凍

 

機

（凡例）

 

水の流れ

冷温



省エネルギーへの取組み事例 （宮城大和工場）

環境報告

改 善 内 容

効 果 電力量削減量 ：

 

185,600 kWh /年
ＣＯ２低減量

 

：

 

68,800 kg・ＣＯ２/年

現現

 

状状

着 眼 点

加熱炉全体

・ロウ付けに必要な熱量（温度・時間）の最適化

・ワーク処理速度のＵＰ

ワーク投入口 ワーク出口ヒーター

 

ゾーン 自然冷却

 

ゾーン

加熱パターン

搬出ベルト ワーク通過

ロウ材載せ ロウ付完了

ロウ付けの総熱量

 

ワーク処理速度

加熱炉 ワーク処理速度UPによる電力削減

宮城大和工場 工務部
安全・環境G

 

阿部

 

浩一

生産設備で加熱炉でのロウ付けが最も電力を多く消費していることに着目し、

 

トルクコンバーター加熱炉の構造・熱効率を調べた結果、ロウ付けに要する

 

ワークの処理時間が長いことを発見。そこで品質を考慮した上で最適な熱量

 

を算出し、加熱炉の設定時間を短縮、使用電力の削減に取組みました。

 

今後も省エネアイテムを発掘し、関係部署と協力しながら改善に取組みます。

-

 

14 -

生産

熱

 

量

滞留時間

生産部、品質管理部の協力を得て、品質と省エネルギーが両立する加熱条件の範囲内で見直し

現状

 

改善後

 

効果

10％低減17.2kWh 15.48kWh

基準 現状比10％UP

改善後改善後

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント

熱

 

量
（ロウ付けの総熱量）

 

17.2kWh

滞留時間

改善前

改善前

改善後



[ｋｇ／台] 車両生産工場 廃棄物排出量（原単位）

０

５.０

１０.０

１５.０

10.1

(年度)基準年

 

2001年

7.6

2013

 

目標

7.5

2013
実績

目標：２００１年度比
２５％削減

廃棄物低減活動

水使用量の低減
水使用量（原単位）[ｍ３／台]

０

２

３

１

5.5５

(年度)基準年

 

1995年

2.3

1.7

2013
実績

目標：１９９５年度比
５８％削減

2013
目標

４

環境報告

生産

当社は循環型社会の構築に向け、生産段階における廃棄物の発生源対策やリサイクルを通じて

 

資源を有効に利用するとともに、水使用量の低減等に取組んでおります。

-
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生産活動に伴う廃棄物を低減するために、塗装

 

工程から排出される脱水汚泥や未着塗料の含水

 

率低減、あるいは不要品の再利用等を推進し、

 

２０１３年度目標を達成することができました。

水使用量を低減するために、塗装工程で使用する

 

工業用水の再利用や全員参加の節水活動等により、

 

２０１３年度目標を達成することができました。

【改善事例】

 

廃塗料の脱水処理による廃棄物低減

改善後改善前

排出量

 

２４.５

 

ｔ

・塗料の色替え時、発生する廃塗料

 

は回収装置にてﾄﾞﾗﾑ缶へ回収し

 

排出するが、水分を含んでおり

 

重い

・廃塗料をブース循環水へ投入し、

 

薬剤により凝集させた固形物を

 

回収

 

⇒

 

更に脱水して排出

廃棄物低減量

 

14.5 ｔ

ホッパー

含水率

 

約９０％ﾄﾞﾗﾑ缶

薬剤供給

（石灰）

水切り袋に回収・脱水

ﾌﾞｰｽへ廃棄

含水率

 

約7３％
排出量

 

１０.０

 

ｔ

【改善事例】

 

フリーマーケットによる廃棄物低減

改善後改善前

＜製造各部署出店＞＜開催場所案内＞ ＜開催状況＞

・東富士工場主催の

 

フリーマーケットを

 

開催し、リユース活動

 

を推進

乾燥剤 ｾﾞﾑｸﾘｯﾌﾟ ﾌｧｲﾙ

・生産活動で発生する

 

不要品や機器更新等で

 

不要になった備品は、

 

廃棄物として処分

＜主な出店品＞

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘﾝｸﾞ

廃棄物低減量

 

1 ｔ

循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント低炭素社会の構築



環境報告

生産

ＰＲＴＲ対象物質の低減

ＶＯＣの低減

※１

 

ＶＯＣ（Volatile Organic Compounds)

 

揮発性有機化合物（シンナー等）

 

［ボデイ電着塗装面積当りの排出量］

ＶＯＣ※１排出量を低減するために、塗着効率の向上や洗浄シンナーの使用量低減・回収率向上等

 

を実施し、２０１３年度目標を達成することができました。

ＶＯＣ排出量（原単位）［ｇ／ｍ２］

０

９０

87

(年度)基準年

 

2000年
2013
目標

25.5
24.6

2013
実績

目標：２０００年度比
６５％削減

３０

４０

２０

はみ出し

〔改善前〕

〔改善後〕

【改善事例】

 

パターン幅の改善による塗着効率向上

≪２０１３年度ＰＲＴＲ法の対象物質の排出・移動のイメージ図≫

※２

 

ＰＲＴＲ（Pollutant Release and Transfer Register) 

環境汚染物質排出・移動登録

当社は人の健康と環境への悪影響を最小化するために、生産工程で使用する化学物質を環境負荷の

 

少ないものへの転換や使用量・排出量の低減を推進しています。

 

第５次環境取組みプランでは、ＶＯＣ対象物質の管理と低減を取り上げ、主にボディ塗装および部品塗

 

装（バンパー塗装他）工程を重点に、塗料やシンナーの使用量を低減しております。

２０１３年度のＰＲＴＲ※２法対象物質の大気・水域への排出、および廃棄物・

 

リサイクルとしての

 

移動は下図のようになります。

生産工程で使用するＰＲＴＲ対象物質は、塗装工程で使用する塗料・シンナーに含有する物質が

 

殆どのため、ＶＯＣ排出量の低減活動と連動し低減を図っています。

-16 -

一定の幅で塗装してい

 

るため、はみ出しがあり、

 

塗着効率が悪い

塗装面に合わせた幅で

 

塗装し未着塗料を低減

 

する。

一定

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント



本社・宮城大衡工場

従業員・家族や関連企業の皆様と近隣の「万葉の森」にて、どんぐり拾いを実施し、現在苗木を

 

育成しています。今後、育った苗を植樹し、木々に囲まれた工場づくりを進めていきます。

どんぐり拾いの様子

１．森づくり

遊歩道や結の森づくり、一里塚の復元、植樹会等の取組みに対し、大衡村と宮城県より推薦を

いただき、平成２５年度緑化優良工場表彰「日本緑化センター会長賞」を受賞いたしました。

２．遊歩道、一里塚の復元、植樹会

育った苗木

日本緑化センター会長賞を受賞遊歩道 植樹会

環境報告

従業員による工場周辺道路と駐車場周りの清掃活動を定期的に実施しています。

工場周辺の道路を清掃駐車場周りの清掃活動

環境保全活動

「コンパクト・フレキシブル・ハーモニー」をコンセプトに

 

地域社会・自然との共生を図りながら

車づくりを行っています。

地域社会への貢献（美化活動等）

-
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当社は車づくりを通じた住みよい地球と豊かな社会づくりに貢献するため、地域の特徴を活かした

「自然を活用し自然と調和する工場づくり」に全社を挙げて取組んでおります。

自然を活用し自然と調和する工場づくり

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント



宮城大和工場

従業員による工場周辺道路と駐車場周りの清掃活動を４月～１２月に実施しています。

 

また、地域企業と連携した周辺の池や公園の美化活動も実施しています。

②大衡工場方面
(ミヤギノハギ)

①

 

大和町役場方面
(デショウジョウモミジ)

④

 

東富士工場方面
(キンモクセイ)

宮城大和工場

 

(イロハモミジ)

環境報告

工場周辺の道路を清掃 工場近隣の池周辺を清掃 清掃で集められたゴミ

「高効率でエコを追求するユニット工場」をスローガンに、「自然との共生」・「地域との絆づくり」

「従業員のエコマインド醸成」を推進しています。

宮城大和工場レイアウト図

食堂棟

①

②

③

④

③

 

岩手工場方面
(桐)

自然を活用し自然と調和する工場づくり

地域社会への貢献（美化活動等）

環境保全活動

-
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食堂棟南側に地域の大和町と当社の各拠点を絆でつなぐ植栽コーナーを設置しました。
地域と各拠点の方角と県・市・町・村が大切にしている花木に拘りを持ち、３社統合1周年を記念して

 

２０１３年７月１日、植樹式を行いました。

循環型

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント



岩手工場

１．森づくり

「緑豊かな岩手の環境との共生」を目指し、自然エネルギーの活用や森づくり等による生態系保護を

 

推進しています。過去５回の植樹会で累計１４，４００本を植樹しました。

２．雪冷熱利用

３．地中熱利用

雪解け水を利用し、夏場の事務館の冷房として使用しています。また、新たにＪＲコンテナを活用した

 

移動式雪冷房や暑熱対策飲料冷蔵実験等、更なる雪冷熱の有効活用に取組んでいます。

ＪＲコンテナの活用 ＪＲコンテナ冷房実験

コンテナで溶けた雪水に空気を通し冷房

雪

吸気

融雪水（１～４℃）

冷房方式実験装置

マンホール内
（深さ3.7m）

事務館・組立冷房用雪山

地中熱冷房データ 雨水配管内の空気で工程の暑熱対策

工事中状況

地中にある既存の雨水配管を活用した冷房実験を実施しています。

冷風吹き出し口

外気温が変動しても
温度・湿度一定吹出し

雨水配管：工場内に降った雨水を
集めて流す配管です。
（３.６ｋｍの配管が工場内の地中に

埋まっています）

雨水配管の概要

導入工程内の状況

効 果 ： 約 ６.５㌧/年のCO2削減
（継続確認中）

雪解け水（約５℃）：

雪 山

1,500ﾄﾝ
事務館

工 程

戻り水（約１４℃）

 

：

凡例

環境報告

芽吹いた苗の植替え 第5回植樹会従業員どんぐり拾い

「人と環境にやさしい車づくり」を合言葉に、緑豊かな岩手の地で地域や自然との共生を図りながら
生産活動を行っています。

環境保全活動

-
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自然を活用し自然と調和する工場づくり

循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント低炭素社会の構築



工場周辺道路の清掃や草刈を定期的に実施しています。金ケ崎町主催の「金ケ崎町クリーン作戦」

「ふるさと守りたい清掃活動」の清掃奉仕活動、その他地域のイベントにも積極的に参画しています。

１．金ケ崎町クリーン作戦

清掃奉仕活動

地域社会への貢献（美化活動等）

岩手工場

【環境大臣表彰を受賞】（平成２４年度 環境対策に係わる模範的取組み）

《制度概要》
・環境省が公害防止について先進的な事業活動や

事業者などに対し、環境大臣賞を授与する制度

《推薦者》

 

・岩手県

 

県南広域振興局

《推薦理由》

・地域を巻き込んだ森づくり（植樹：５回実施）

・コジェネ導入、部品輸送の貨物輸送化推進

・自然エネルギー（雪冷熱・地中熱）利用の研究、開発

中（達増岩手県知事）

右（佐野工場長）

左（上野地域連携担当部長）
表彰状（平成２５年６月に受賞）

地域社会への貢献（ボランティア活動等）

１．金ケ崎町スノーバスターズ

２．震災復興ボランティア

金ケ崎町内の高齢者・障がい者の自宅で、積雪で困っている

 

方々の除雪支援活動を行なっており、地域活動のために参加

 

しています。

通路の除雪作業活動

排水溝清掃活動

雪が解けた４月、豊かな水と緑の町

 

金ケ崎を

 

次世代に引き継ぐため、ゴミ拾いを実施しました。

 

また、従業員による清掃活動を（１回/月）実施しています。

環境報告

環境保全活動

-
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大槌町の震災後、出来ていなかった砂浜のごみ拾い、町内の

 

排水溝の清掃、台風被害の清掃活動にも参加しています。

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント



東富士工場

清水が必要とされるわさび栽培を富士山の地下水を
活かして2011年度より始めています。2013度はわさび

 

の郷を再度訪問し、栽培に適した土壌について学び、

 

ポットと子砂利による土壌改良を行いました。
まだ６０本の苗たちですが、量産に向け夏場を乗り切

 

る為の対策を進めていきます。

生産活動で使用済となった工業用水を浄化する排水

 

処理施設の放流口にマイクロ水力発電機を設置し、

 

電力の有効利用を考えました。
今後、電力活用を図る為、充電方法について検討し

 

ていきます。

１．わさび栽培

２．マイクロ水力発電

３．芝桜植栽

工場内緑化活動の一環として始めた芝桜植栽から
本年で３年目を迎えます。芝桜は一般的には咲き誇

 

るまで約６年要すると言われており、最初は数輪で、
１苗がソフトボールほどの大きさでしたが、現在は

 

サッカーボールの大きさまで生育しています。

従業員によるクリーンキャンペーン活動ならびに

 

基幹職によるハッピーハート活動を実施し、工場

 

周辺道路（岩波駅まで）や駐車場周りの清掃活動

 

を定期的に実施しています。
（活動頻度）クリーンキャンペーン：月１回

 

ハッピーハート

 

：週１回

１．美化活動

地域社会への貢献（美化活動等）

２．河川清掃活動

従業員による狩野川水系・裾野市中央公園

 

「五竜の滝」周辺の美化活動を定期的に実施

 

しています。

ﾎﾟｯﾄ

工場スローガン 「富士山の水と緑を守る活動」

水力発電機設置（’13年4月）

自然に恵まれた富士の裾野で、地球環境及び地域との共生を図り、継続的な環境管理活動を
推進しています。

苗の生育状況（’14年4月）

環境報告

岩波駅周辺の清掃 五竜の滝周辺の清掃

環境保全活動

-

 

21 -

自然を活用し自然と調和する工場づくり

芝桜の生育状況（’14年4月）

わさび栽培の土壌改良

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント



地域との環境に関する情報の共有化を目的に､近隣住民および県内企業３０名の皆様をお招き

 

して環境対話集会を開催（2月11日）し、環境に関する取組みの紹介や環境施設・工程の見学と

 

意見交換を行いました。

環境設備見学

 

（コ･ジェネレーション）
工程見学及び省エネ事例

（プレス工程）
意見交換会

１．環境コミュニケーション報告会

地域住民との情報共有、共通認識を目的に、金ケ崎町民、奥州市民、県内企業の皆様をお招き

 

して報告会を開催（7月15日）し、環境に関する取組みの紹介と意見交換を行いました。

環境設備見学（雪山冷熱利用）水処理実験見学 意見交換会

環境報告

環境施設見学 意見交換会

１．コミュニケーション活動（仙台北部工業団地各企業）

北部工業団地の各企業との情報交換・相互研鑽を目的に、大和・大衡エコフォーラムを各企業

 

輪番で年４回開催しました。その中で近隣の廃棄物処理施設の見学や、蛍光灯と乾電池の共同

 

回収を行い、物流ＣＯ２削減による地球温暖化防止および各企業のコスト低減にもつながる活動

 

を推進しました。

意見交換会

地域社会とのコミュニケーション活動

宮城大和工場

東富士工場

岩手工場

-
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当社は良き企業市民として、社会との調和のある成長を目指し、地域の皆様とコミュニケーションを
図りながら、環境保全活動を推進しております。

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント

１．環境対話集会（県政さわやかタウンミーティング）



●会社設立

 

１９７０年４月

 

●事業所所在地

 

宮城県大衡村、神奈川県相模原市の２拠点

 

●事業内容

 

一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬業及び中間処分業

● 美化活動

 

「日本一キレイで安全な中間処分工場の構築」を目指し、毎週金曜日を「４Sの日」として構内

 

清掃を強化。また、周辺道路の清掃等も行い近隣環境にも配慮しています。

環境報告

子会社の取組み

セントラル総合サービス(株)の取組み

-
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第５次環境取組みプランでは、当社と連結子会社が取組み項目と目標を共有しながら一体となって活動
を推進し、グループ会社のレベルアップを図っています。

１．事業内容

３．主な活動内容

４Ｓの日の活動 工場緑化 周辺道路清掃

緊急事態対応訓練

ボランティア活動

 

（相模原の環境を良くする活動）

不法投棄物撤去事業

廃棄物の適正な処理とリサイクルの向上を通じ、お客様の構内美化に寄与しております。

２．環境の取組み

●

 

神奈川県産業廃棄物協会事業とボランティア活動

 

不法投棄物撤去事業やボランティア活動にも積極的に参加し、地域の美化にも寄与しております。

●

 

緊急事態への対応

 

被害を最小限にすべく対応訓練を実施し、お客様や近隣住民に

 

安心感を与え、信頼される企業を目指し取組んでおります。

●環境方針

 

「全ての事業活動を通じて環境保全活動を継続的且つ計画的に推進」

●環境管理システム

 

２００６年７月

 

ISO１４００１

 

認証取得

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生社会の構築 環境マネジメント



品質保証

当社は「お客様第一」「品質第一」を実践し、お客様の期待に応える「世界一の魅力あるコンパクト
車」をお届けすることを目指しています。
そのために、各分野の一人ひとりが、品質最優先の意識を持ち改善に努め、全社が連携しながら
お客様の安心と安全、満足度の向上に努めています。

基本的な考え方

「お客様第一」の風土づくり

全社員への「お客様第一」「品質第一」の意識

 

浸透の仕組みとして、階層別の品質教育に

 

取組んでいます。
また、トヨタ自動車と連携した品質講話会、

 

品質事例展示会等を毎年定期的に開催し、

 

品質に対する問題意識を共有しながら、

 

各業務に取組んでいます。

２０１３年度は、毎月１１日を『品質教育の日』

 

と定めて全工程員が参加し、品質知識や意識

 

の向上を図るとともに、やりにくい作業の吸い

 

上げと改善を行っています。

品質教育の日に行った良い教育事例や、

 

工程員から出された優秀な改善提案は、

 

表彰を行い他工場にも展開することで高品質

 

な車づくりに反映しています。

お客様からのご相談やご意見、貴重な品質情報は、トヨタ自動車と連携を図り素早く改良・改善を

 

実施し、その結果をお客様にフィードバックしています。
また、当社で生産している北米輸出車のお客様情報に対する現地現物での調査確認と、速やか
な情報展開のために、米国トヨタに当社従業員が駐在し、現地スタッフと共に品質向上活動を展開

 

しています。

お客様の声の収集と素早い対応

品質事例展示会品質講話会

トヨタ自動車東日本お客様相談センター電話相談

お

 

客

 

様
販

 

売

 

店

ト
ヨ
タ
自
動
車

品質保証部

品 質 情 報

お客様ｱﾝｹｰﾄ調査

販売店訪問調査

開発部門

生産技術部門

生産部門

管理部門

品質教育の日（傷付きを体験）

社会性報告

お客様との関わり
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（勉強した工程員の声）

お客様へ高品質な車を提供

 

するため、標準作業を守って

 

作業します。また、やりにくい

 

作業があったらすぐ上司に

 

相談し、改善します。

２０１３年度品質向上活動表彰

 

品質優良賞を受賞



「すべての方に快適な移動の自由を」

 

「お客様の幸せな暮らしのために少しでもお役に立つこと」

 

これを合言葉に、電動車いすや福祉車両などを開発しています。

 

福祉施設や展示会にてユーザーの皆様のご意見をお伺いし、開発に活かす活動を進めています。

福祉車両、福祉機器の開発

当社で生産している福祉車両の種類

使用目的

助手席への移乗補助

後席への移乗補助

車いすのまま乗降

自分で運転

回転 ｼｰﾄ／昇降回転ｼｰﾄ

回転 ｼｰﾄ／昇降回転ｼｰﾄ

車いす移動車（リヤスロープ）

移乗補助装置付車

車両仕様

お客様のご意見を伺うために

◆ウェルライド

お客様の声を製品開発へ反映

企画 設計 評価 生産

お客様の声

各県と調査・協議させていただき、

観光支援ツールとしてパトラフォー

を合計３０台（各県５台）を寄贈しま

 

した。

高齢者や体の不自由な方に、ご

活用いただいております。

東北６県の支援のために

◆４輪駆動電動車いす

自社開発の特殊車輪
「WESN  」を採用®

当社開発の福祉車両・福祉機器の例

車いすドライバー向け

移乗補助装置

寄贈式（宮城県）

福祉機器展に出展

人に優しい製品づくり

お客様との関わり

社会性報告

-
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社会貢献活動

地域社会とのコミュニケーションや地域における環境保全活動を通じて、地域社会から信頼される

 

企業を目指し取組んでおります。

小学５年生の社会科見学の一環として、工場見学を積極的に受け入れています。宮城大衡、

 

岩手、東富士各工場にて約３６，０００名にご来工いただきました。

宮城大衡工場 東富士工場岩手工場

地域の皆様と当社を結びつける空間

 

「結[YUI]ギャラリー」を２０１３年４月に

 

本社・宮城大衡、11月に岩手で開設し、

 

合計約２７，０００名にご来工いただき

 

ました。

ギャラリーでは当社のクルマづくりにお

 

ける「開発」の取組みやハイブリッド車

 

の仕組み紹介、イベント出展車の展示

 

など、目で見て触れて、体感いただける

 

内容となっております。

本社・宮城大衡 結[YUI]ギャラリー

岩手 結[YUI]ギャラリー

工場見学の受入

交通事故ゼロを願い、各市町村

 

を通じて、交通ルールをプリント

 

した直線定規を新１年生に贈呈

 

しました。

大和町 町長・教育長への贈呈大衡村 村長・教育長への贈呈

社会との関わり

新入学児童への交通安全啓蒙活動

結[YUI]ギャラリー

社会性報告

-
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田畑草刈り ７月 （

 

陸前高田市）

岩手県気仙地区ボランティア活動

古川沼 ガレキ分別・遺留品の回収
１０月・

 

１１月

 

（陸前高田市）

トヨタ・マスター・プレイヤーズ，ウィーン

 

コンサートへの協力

Ｔシャツ収集ボランティア

宮城県女川町の仮設住宅で暮らす皆様が取り組んでいる古着を活用した草履づくりに賛同し、

 

従業員を対象にＴシャツ収集を実施し、５５７枚を寄付することができました。

東日本大震災により被災された皆様が一日も早く平穏な生活が取り戻せるよう、トヨタグループで

 

は２０１１年６月から岩手県気仙地区で復興支援ボランティア活動を継続しています。

当社もトヨタグループの一員として、また地元企業として従業員をはじめ、社内スポーツクラブ員、

 

トヨタ東日本学園生より有志を募り、２０１３年度は延べ１３０名が参加しました。

トヨタ自動車が主催するトヨタ・マスター・プレイヤーズ，ウィーンコンサートはウィーン・フィル及び

 

ウィーン国立歌劇場のメンバーを中心に、ヨーロッパで活躍するアーティスト仲間たちも加わった

 

３１名による特別編成オーケストラです。

当社では仙台公演、盛岡公演の開催協力をするとともに、一流の演奏に触れてもらうことで、心

 

の復興の一助になればとの願いで、東日本大震災で被災された地区の高校生（吹奏楽部員）

 

約３７０名を招待しました。

名古屋グランパス復興支援イベントへの協力

Ｊリーグ名古屋グランパスがベガルタ仙台戦で宮城県を訪れる機会を活用して、県内の小学生を

 

対象にサッカー教室を開催。

 

当社は名古屋グランパスとつながりがあることから、このイベントの実現に協力し、２０１３年の初

 

開催では約１２０名の小学生が参加しました。

ボランティア活動

サッカー教室 記念撮影

社会との関わり

社会性報告
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自動車を製造する企業として「交通安全活動」に積極的に参画していくことは私たちの使命であり

 

ます。「安全で環境に優しい車づくり」はもちろんのこと、地域や行政の皆様と連携を図りながら、

 

従業員の交通安全意識の高揚や交通事故防止活動を積極的に推進しています。

近隣の自動車学校講師をお招きして、地域の交通事情を踏まえた運転注意点を講義いた

 

だき、安全運転に留意しています。

自動車を製造する企業として交通安全を推進するために運転講習会を実施しています。
また、東北に基盤を置く企業として、特に従業員の雪道運転に対する指導を実施しています。

交通安全への取組み

従業員による交通安全の呼びかけ

岩手工場本社・宮城大衡工場 宮城大和工場

スキッドカー※を使った講習

 

※スキッドカー：通常の車輪とは別に取り付けた補助輪により、

 

スリップ状態の様な運転者の意図しない車両

 

の動きを再現できる車両

従業員による立哨

社内及び会社周辺にて従業員による交通安全立哨を毎月実施し、安全運転啓蒙活動に

 

日常的に取組んでいます。また、工場周辺の小学生下校時間にあわせた交通安全の呼び

 

かけ活動を行い、交通事故防止を図っています。

小学生への交通安全呼びかけ活動

実際の積雪を使った雪上走行講習

交通安全講話会の実施

運転講習会の実施

社会との関わり

社会性報告
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仕入先との関わり

「トヨタ基本理念」、「調達の基本方針」に基づき、オープンでフェアな取引を推進し、仕入先との相互信頼に

基づく共存共栄を目指した調達活動を推進しています。

【調達の基本方針】

 

・オープンドアポリシーに基づく公正な競争

 

・相互信頼に基づく相互繁栄

 

・良き企業市民をめざした現地化の推進

【トヨタ基本理念より抜粋】

 

・内外の法およびその精神を遵守し、オープンでフェアな企業

 

活動を通じて、国際社会から信頼される企業市民をめざす

 

・クリーンで安全な商品の提供を使命とし、あらゆる企業活動

 

を通じて、住みよい地球と豊かな社会づくりに取組む

現地調達拡大に向けた活動

２０１３年７月に「ものづくり研鑽センター」を設置し、地場企業と当社が

 

相互に学び合う研鑽活動を通じて競争力を向上する取組みを進めて

 

います。取組みは現地現物を基本とし、企業トップへの理解活動、現状

 

調査、改善活動、評価の４ステップで実施しています。

２０１３年度に現地調達化促進活動の柱として、地場企業の参入機会

 

拡大を図るため、一次仕入先との共同展示会を開催しました。当日は

 

多数の地場企業にご来場いただき、採用に向けて意欲的にご検討

 

いただきました。

共同展示会の様子

模擬工程でものづくりの違いを体感

2014年

 

仕入先総会

仕入先総会の開催

東北地区仕入先については、安全・品質等についての勉強会を重ね、

 

相互研鑽に努めています。

共同展示会の開催

ものづくり研鑽活動

東北地区仕入先との活動

社会性報告
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２０１４年３月、仕入先総会を開催し、仕入先へご理解とご協力をいただくため、

 

当社の取組みについてご説明しました。今後も仕入先とのコミュニケーションを

 

密にして競争力を高め、「ものづくりの拠点化」を推進していきます。

当社はグリーン調達ガイドラインに基づく取組みを仕入先とともに実践し、

 

環境管理の向上に努めています。

グリーン調達ガイドライン

ＴＭＥＪ協力会での活動

ＴＭＥＪ協力会は以下２点を目的とし、２０１３年３月に発足しました。

当社の方向性と当社・協力会双方の課題認識を共有化する。

 

当社の使命の一つである、東北に根ざした生産活動と復興に貢献

 

するため、東北地場企業とのネットワークづくりと相互研鑽を図る。

今後も目的達成に向け、活動の拡充を進めていきます。



「安全は全ての基盤」の考えのもと、全社を挙げて安全文化の醸成に取組んでいます。

安 全

「管理監督者の拘り・根気・コミュニケーション」活動

安全の取組み

取組みの考え方
『全員参加で安全の自立型文化を構築

 

』を

 

スローガンに、全社を挙げた安全活動を推進

活動の内容・質を向上させるために、ＰＤＣＡを

 

回して安全活動をスパイラルアップ

「管理監督者の拘り・根気・コミュニケーション」と

 

「安全意識の向上と習慣化」を中心に、一人ひと

 

りがプロとしての意識と自覚を持つ取組みを強化

（２）階層別安全教育

・全管理監督者を対象にした安全研修（毎年）

 

を行い、役割・責任の自覚と労働安全衛生法

 

等を基にした危険の摘出力向上

安全文化の構築を誓い合う狙いで、

 

毎年1月13日を「安全を誓う日」として活動

管理監督者

 

への安全教育

（１）現地現物の安全確認と安全監査

・管理監督者一人ひとりが現地現物に拘った

 

安全確認

 

・各職場の実地調査とトップによる監査で

 

課題摘出と改善

安全担当役員

 

による監査

従業員との関わり

社会性報告
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「安全意識の向上と習慣化」活動

（１）災害擬似体験教育 （２）ポケテナシ活動

・全従業員を対象に災害の恐ろしさを擬似体験

 

することを通じ、感性の向上を図っています。

 

（機械の挟まれ、車両との接触、凍結路面での転倒

 

ｅｔｃ）

凍結路面の擬似体験
（氷板を使用）

挟まれ擬似体験
（空き缶を使用）

ポケットに手を入れて歩かない！

携帯・スマホを使いながら歩かない！

階段では「手すり」を使用！

斜め横断しない！（歩行路を遵守！）

交差点や横断歩道では指差呼称！

ポ

ケ

テ

ナ

シ

ポケテナシ啓発の

安全立哨

・階段での手摺使用、ポケ手歩行禁止などの

 

５項目について、一人ひとりが安全な行動を

 

習慣化していくため、安全立哨・声掛け、

 

職場ミーティングを行っています。



健康管理活動のあり方

健康診断と事後指導を中心に、従業員の

 

自立・自律を基本とした自らが健康を目指

 

す取組みを進めています。

従業員との関わり

社会性報告
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重点取組み事項

体の健康 （生活習慣病予防）心の健康 （メンタルヘルス対応）

■発症予防・早期発見に関する活動
①ラインケア

 

の充実
・ストレスチェック結果に基づく、組織診断

および職場対策の実施
②管理監督者教育の実施継続
③カウンセリングの活用促進

■ＢＭＩ値低減に向けた活動
①社員食堂へのヘルシーご飯（マンナンライス）

の導入
②健康講演会開催による啓蒙活動

■喫煙率低減に向けた活動

③就業時間内の禁煙
④ニコチンパッチ処方による禁煙治療

※1

※1

 

ラインケア

 

:

 

管理監督者が社員へ個別指導・相談や
職場環境改善を行う取組み

健 康

人材育成
私達は「東北を基盤に世界一の競争力を持つ魅力あるコンパクト車をつくる」ことを目指すために、

 

「人が育つ・人を育てる」取組みを進めています。

当社の人材育成の基本的な考え方は、職能資格制度を中心に、「テーマ・業務付与」⇒「ＯＪＴ」⇒

「評価・処遇」⇒「昇格・異動」の人事サイクルをしっかりと回すことです。

 

これを補完するしくみとして、

 

気付きを与え、育成を後押しする各種研修制度（Ｏｆｆ‐ＪＴ）があります。

 

職場での業務を通じ、上司が部下を一貫性を持って継続的に育成するＯＪＴを基本に、日々のコミュニ

 

ケーションの積み重ねを通じ、上司部下、先輩後輩が「教え教えられる風土」の中で、お互いにスキル

 

向上を実感でき、この風通しのよい風土が職場力・現場力の向上につながっていきます。

人材育成の仕組み

※1

 

OJT：On the Job Training

 

(実業務を通じた育成) ※2

 

Off‐JT：Off the Job Training

 

(研修、訓練を通じた育成)

“育成機会を与え、
チャレンジさせる” やりがい

Ⅲ. 評価・処遇

“成長を見極め、報いる”

成長感

“人材育成の小さなＰＤＣＡを回す”
～現地現物、5ｗｈｙ～

達成感

日々の
コミュニケーション

業務指示
アドバイス
・指導

フィードバック
・ねぎらい

職能資格制度

気付きを与える
育成を後押しする

Ⅰ. 昇格・異動／
テーマ・業務付与

Ⅱ. ＯＪＴ ･･

 

業務を通じた育成
（※1）

（※2）研修

 

Off-JT

自立・自律

心と体の健康づくり活動の取組み



人材育成

２０１３年４月にトヨタ東日本学園を開校し、

 

将来ものづくり現場の中核として活躍できる

 

人材の育成を進めています。また社員だけ

 

ではなく、東北に拠点を置く企業の若手人材

 

にも教育コースを公開しております。

２０１４年３月には、第１期生の２０名（当社

 

訓練生１５名、東北の地元企業５名

 

）が卒業し、

 

それぞれの配属職場で活躍しています。

トヨタ東日本学園

 

外観 第１期生の卒業式

実習風景

トヨタ東日本学園の開校

従業員との関わり
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働き方の多様性と機会均等

少子高齢化社会の進展、男女共同参画社会の実現に向けた社会的意識の高まりなど、労働市場を取り

 

巻く様々な環境変化に対応し、多様な人材が活き活きと働ける環境を作り出すことを目指し、当社では

 

「育児・介護支援」「高年齢者雇用」「障がい者雇用」などに取組んでいます。

育児や介護に対する諸制度と働きやすさを追求した勤務制度の充実に継続的に取組んでいます。

 

産前休暇前や育児休職などから復職する際には、今後の働き方について本人と上司がしっかりと

 

考える機会を作るため、面談を行っています。

満６０歳で定年退職される方について、会社で培った高い技能・技術を活かしていただくことを目的

 

に、定年再雇用制度を導入しており、多くの方が現役として活躍しています。また２０１１年度からは、

 

より働きやすいよう「半日勤務制度」を導入しました。

育児・介護支援

高年齢者雇用（定年再雇用制度）

企業の社会的責任という点からも、障がい者雇用促進に積極的な活動を行っています。

 

｢健常者・障がい者がともに活躍できる職場づくり｣を目指し、従業員全員が活き活きと働ける環境

 

づくりに取組んでいます。２０１３年度はそれらの活動が認められ、静岡県から「障がい者雇用優良

 

事業所知事表彰」を受賞しました。

労使関係

当社の労使関係は労使相互信頼・相互責任を基本的な考え方としています。お互いを理解・信頼し、協力し

 

合うことで初めて、会社の発展と従業員の自己実現が達成できるものと考えています。このため定期的に話

 

し合う場を設けて活発な意見交換を行ない、相互に理解・信頼し合えるよう努めています。

障がい者雇用

「障がい者雇用優良事業所知事表彰」（静岡県）
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スポーツ活動支援

１９７０年に発足し、１９８８年のソウルオリンピック

 

出場を初めとして、２０１２年ロンドンオリンピックま

 

で６大会連続出場しており、２００４年アテネオリン

 

ピックでは、４７０級で念願の銅メダルを獲得しまし

 

た。また、２０１３年度もワールドカップアメリカ大会

 

にてRS：X級で銅メダルを獲得するなど、日本を代

 

表するチームとして活躍しております。 ２０１３年度 ワールドカップにて銅メダル受賞

２０１２年４月に創部され、「仕事も野球も１００％」

 

をスローガンに都市対抗野球大会本選出場を

 

目標に活動しております。２０１３年度は都市対抗

 

野球大会で東北二次予選まで勝ち進み、日本選

 

手権では東北最終予選決勝まで勝ち進むことが

 

できました。

岩手県を代表するチームとして活躍

１９９６年に創部され、２０１２年度より国内最高峰

 

の日本リーグに参戦し、日本一を目指し活動して

 

おります。また、２０１３年度では日本リーグ６位と

 

なり、個人成績でも新人賞、得点王を獲得するな

 

ど著しい成長をみせております。

２０１３年度は日本リーグホーム４連勝など快進撃を見せた

社内駅伝大会

従業員の一体感やチームワークを醸成し、職場の

 

コミュニケーションを活性化させる施策として、駅伝

 

大会を実施しております。

 

開催２年目の２０１３年度は、シニア・女性チームの

 

参加など、より多くの従業員が楽しめる大会となり

 

ました。

選手の力走（第２回大会）

従業員が一丸となって応援することを通じ、職場の一体感醸成やコミュニケーション向上を目的に３つの

 

スポーツクラブ活動に力を入れております。

スポーツクラブ活動

セーリングチーム

ハンドボール部

硬式野球部



発

 

行

 

部 署

 

トヨタ自動車東日本株式会社

 

安全・環境室

〒９８１－３６０９

 

宮城県黒川郡大衡村中央平１番地

お問い合せ先

 

安全・環境室

 

環境グループ

TEL ０２２－７６５－６１７２

FAX ０２２－７６５－６４８７

発

 

行

 

２０１４年６月

環境ロゴマーク

【読者の皆様へ】

 

ご意見、ご要望をお聞かせいただきたく、こちらのメールアドレスに宜しくお願い致します。

ci_ankan@toyota-ej.co.jp
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